
【構想の概要】

長野県長野高等学校

NAGANOを୲͏ࢢࡍࠃを֩にしたޫ؍
グローバル・リーダーの育成

ී通科の生徒全員が取り組む探究活動を導入し，グローバル・リーダーにٻめられる理的思考力及び発৴
力の育成をはかる教育課程を研究開発した。学校設定教科「SG)」を設け，総合的な学習の時間を「長野のグ
ローバル戦ུを探る」等に編成し，長野の地域力も含めた学校の持つリソースを活かして、活動の成Ռを発৴す
る国際的な機会を設けた。
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શ校生徒が探究ܕ学習を࣮ફ～ 2 ίマ連続「૯߹」
と学校設定科目「英プロ」௨年࣮ࢪでՄに

長野高校では、SGH 指定翌年の平成 27 年度から、
1 ，2 年生対象で 2 コマ連続、110 分の総合的な学
習の授業を隔週で行っている（長野のグローバル戦
略を探る・世界から見た長野のグローバル戦略）全
校生徒対象の課題研究実践を目指す授業である。通
常の時間割に 2 コマ連続の総合授業を取り入れるこ
とで、まとまった時間が確保され、1 回の授業で、

「協働的な学び」に基づいたプログラムと「探究的
学習」を実践するプログラムを連動させた授業が展
開できる。例えば、前半でブレストとディスカッ
ション、後半で PC を使ったリサーチとワークシー
ト作成といった効果的な組み合わせである。本校が
個人、グループの両方の課題研究を深めていく特徴
が出せるのも 2 コマ連続授業のࣀである。

さらに全員必修の学校設定科目「英語プロジェク
トⅠ , Ⅱ」（通称「英プロ」）は、情報の授業内容を
踏まえつつ、英語での発信力を育成するプログラム
である。海外の高校生との共有スライドを用いたプ
レゼンテーション共同制作を通じて、グローバル社
会での ICT を有効活用した協働性を体験的に学ぶ。
ALT・グローバル講師（県独自採用）、英語科職員
で企画する。積極的な交流姿勢を育成し、海外との
インターネット交流と訪問交流を後ԡししている。
これは、主体性の育成にも役割を果たしている。

授業と連動して主体ੑ育成の場をఏڙする

長野高校の SGH 活動は「社会に対する主体性」
の育成を目指している。そこで、主体的に関わりた
くなる「場」の提供が重要になる。

課題研究の情報収集として実施しているフィール
ドワークがこの「場」にあたる。Ⅰ年次 11 月（終
日）2 年次 6 月（半日）7 月（終日）の 3 回を保証
している。長野高校では、総合的な学習の時間の授
業内に、生徒達が自ら訪問場所を探し、アポイント
をとり、質問内容を考え研究に活かしていく。教員
は、締め切り設定、トラブル対応というマネージメ
ント、相ஊを必要とする生徒への助言という、生徒
の主体的な活動のサポートにまわる。ここでは、全
職員により組織される班担当制度が機能している。
そして、何より、「長野」（県及び市）というコミュ

ニティーの持つ社会教育への情熱と寛容さに支えら
れている。

台湾での発表活動も主体的に関わりたくなる
「場」の提供である。11 月に 4 泊 5 日、学年全員
280 人で行う台湾研修旅行では、台湾・高༤市教育
局の全面協力の下、7 クラスが現地の 7 高級中学を
訪問交流する。生徒達の主体性を引き出す企画であ
る。教員側は現地との調整に加え、「1 対 1 パート
ナー」「交流グループ」を作り、それぞれが連絡を
取り合えるような環境を提供する。相手校には、長
野高校が主導する形での発表することを認めても
らった上で、生徒同࢜が話して、部屋ごとの発表の
形式を決める。このプロセスを「英プロ」で行う。
このように、グローバルなプロジェクトに主体的に
関わる場を生徒に提供する。
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ಠࣗのプログラム・教ࡐ開発と成果の普及

集中的にスキル養成を行うため、1 年生について
は、夏季特編授業等を活用して、短期集中プログラ
ム「インタビュー実践」を行う。講師を呼んでイン
タビューを行う 1 日とその前後の準備と振り返りの
授業で構成される学習である。このプログラムは、
大幅にカリキュラムを変更できない学校でも、課題
研究導入に使えると思われる。

主に 2 年次から始める海外研修の発表準備は、課
題研究のテーマを台湾でのプレゼンにམとし込み、
英語による討論を体験する。そして帰国後、実体験
をエビデンス化する所までを一連の流れとしている。
長野県では、本校の海外研修を参考に台湾で交流を
行う高校が増えてきた。これからも情報教育と英語
を組み合わせることで他校においても実践が可能な
プログラムを開発していきたいと考えている。 
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